
目的・背景

周防大島町はニホンアワサンゴの世界最大の群生地を有し、観察拠点として地家室園地を開設し
ている.現在の観察手段としてダイバーが直接海に潜って映像を撮影することが主となっており他の観
察方法を模索している。そこで今回水中ドローンを用いることにより、リアルタイムで陸上からアワサンゴ
の生態を観察するシステムを提案する.

概要

現在,観察の課題として岸から観察することができずニホンアワサンゴは水深の浅いところにも生息して
いるため船で近づくと傷つけてしまう水中ドローンの海面上に水上中継ステーションを浮かべ, 陸上基
地局から自動追尾ビームアンテナにより無線通信を行い, 遠隔操作を実現する. 自動追尾には水上
中継ステーションと陸上アンテナ双方の GNSS 座標による自己位置推定を Sub-GHz 無線により
行い, ビームアンテナを用いた Wi-Fi 高速通信により, 高解像度映像の転送を行う.

・Wi-Fi
高速大容量通信が可能な
IEEE802.11n (2.4GHz)
通信速度：300 [Mbps](理論値)
水中ドローンの映像送信と操作を行う

今後の展望

・周防大島に生息するスナメリの観察への応用
・地域の小学生に活用してもらい、地域の活性化につなげる
・船底や橋脚の点検への応用

実施主体 大島商船高等専門学校

実施場所 周防大島町

活用技術 Wi-Fi、LPWA

支援事業

区分 スマートシティ・基盤整備、観光・文化

HP掲載年月日 令和７年１０月３１日

「自動追尾ビームアンテナを用いた水中ドローンによるニホンアワサンゴの遠隔観察」

・LPWA(Sub-GHz)
低消費電力・広域通信が可能
通信距離約 5 [km]
追尾の位置データの把握に利用



二ホンアワサンゴ

地家室園地

自然豊かな周防大島の観光資源

瀬戸内海の自然に育むニホンアワサンゴ

ニホンアワサンゴの特徴

・東アジア（日本、韓国、中国）の固有種

・地家室に世界最大の群生地を有する

2020 年に地家室園地開設

自然観察の拠点 青少年育成と観光化

町と環境省で地家室園地整備

周防大島町地域おこし協力隊の方が管理

ニホンアワサンゴについて



技術的特徴
●水中ドローンの無線遠隔操作

コントローラを動かす→サーボモータで遠隔操作

操作画像をWeb カメラで撮影し再度無線転送

●海上と陸上間の通信

自動追尾アンテナを用いたGNSSによる自己位置推定

Wi-Fiによる高速通信→ビームアンテナ2 km,300 Mbps

●水上ステーションの運搬

水中ドローンの推進力を利用→カゴラックの作成
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